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２０２６年７月１４日 

   

 概要  

大阪大学は、人文社会科学と自然科学にまたがる本学の叡智を結集し、市民、自治体、企業など多様な

ステークホルダーと社会課題を共に考える社会価値デザイン機構（UOsaka Social Value Design 

Organization / 通称：SoVaDe）を 2026 年 4 月に設立しました。社会との教育研究に関する共創活

動の基盤を強化し、多様なステークホルダーとのエンゲージメントにより、人間性を尊重しつつすべての

「いのち」を守る社会システムの構築に寄与します。 

7 月 26 日（日）に大阪大学中之島センターにて開催するキッ

クオフシンポジウムでは、世界を舞台にした社会貢献活動に関す

る基調講演に続けて、大阪大学の社学共創活動を振り返り、社

会価値デザイン機構の構成組織が考えるこれからの「価値創造

や社会課題への向き合い方」についてご紹介することを通じて、

「新しい社会価値のかたち」を皆様と共に考え・提示し、機構の活

動本格化に向けた契機としたいと考えております。大阪大学と

社会の皆様で生み出す新たな挑戦にぜひご注目ください。 

当日は、取材いただけるメディアの方に、講演を撮影いただけ

るスペースも設けています。 

つきましては、本キックオフシンポジウム当日のご取材・出席をお願い申し上げます。 

 

 イベント概要  ※詳細は３ページ参照 

【日時】 ７月２６日（日） １３：３0 ～ １６:３0 (１３：00 開場) 

【会場】 大阪大学中之島センター 10F 佐治敬三メモリアルホール （大阪市北区中之島 4-3-53） 

【プログラム概要】 

・開会挨拶 ・趣旨説明 

・基調講演「いのち、と私たちの暮らし」 

（池上 清子 公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン理事長、一般社団法人いのち会議理事） 

国際的な女子教育支援等、池上氏のこれまで社会貢献活動の実績等についてご紹介いただくととも

に、それを踏まえて大阪大学・SoVaDe に期待することなどについて、グローバルな観点も交えてお

話いただきます。 

・トークセッション「大阪大学の社学共創の歩みと未来への期待」 

大阪大学の社学共創の歴史を振り返りつつ、前段の基調講演を受け、今後大阪大学からどのような

社会価値の提供を期待したいか意見交換いただきます。 

 
社会をイメージした楕円のシンボルマークとそ

こに寄り添うようなイメージで、「社会のそばで

（SoVaDe）」という理念を視覚化したロゴ 

＼あなたのそばで始まる新しい社会の価値づくり／ 

社会価値デザイン機構 キックオフシンポジウム 
【７/２６（日）１３:３０～@大阪大学中之島センター（１０F 佐治敬三メモリアルホール）】 
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・パネルディスカッション「これからの社学共創の在り方とステークホルダーとの繋がり」 

トークセッションを受け、それぞれの登壇者が考える社学共創の在り方をもとに、組織間の連携や、

社会・ステークホルダーとの関わりの在り方について考えを広げます。 

・閉会挨拶 

※休憩時間には社会価値デザイン機構を構成している社学共創１１組織のポスターセッションをおこな

います。この機会に大阪大学と多様な社会活動が結びつくことで生まれる「社学共創」の大きな可能性

と魅力を、ぜひ感じてください。 

【参加費】無料 

【定員】会場定員５０名様、オンライン定員なし（ともに事前申込制） 

【参加申込フォーム】 

https://open-univ.osaka-u.ac.jp/custom/app/Views/event/detail.php?id=1004 

【申込締切】会場参加の場合は７月２２日（水）、オンラインの場合は７月２５日（土） 

※なお、会場参加につきましては、定員数に達し次第、申込締切日を待たずに受付を終了させていただき

ますのでご了承ください。 

 

 大阪大学社会価値デザイン機構（SoVaDe）について 

【SoVaDe の設立経緯】 

科学技術の発展により生活は飛躍的に便利になった一方、社会には依然として多くの深刻な課題と不

条理が満ち溢れています。国内においては、頻発する自然災害、加速する人口減少、社会の分断と排除の

広がりなど、解決の糸口が見通せない問題が山積しています。さらに地球規模では、戦争・紛争・内戦、資

源枯渇、そしてパンデミックといった人々の「いのち」に重大な影響を与えるリスクが生じています。これら

は単に技術的な問題だけでなく、民族や宗教あるいは政治経済の問題なども相互に複雑に絡み合ってお

り、現代の最先端の科学技術だけで解決することは難しく、人類が長い歴史の中で培ってきた叡智を踏ま

え、新たな社会価値をデザインし、社会に実装していかなければ対応できません。 

こうした現実を前にして、私たち社会価値デザイン機構（SoVaDe）は、大阪大学に存在する１１の社学

関係組織を結集させる形で設立いたしました。専門分野の知の垣根を越えて、人文社会科学と自然科学を

架橋する知を探求すると同時に、多様なステークホルダーとの真摯な対話を通じて、デザインすべき社会

価値とは何かといった根源的な問いに立ち返ります。その際には、私たちは、「人間性の尊重」と「いのちの

保護・継承」を議論における揺るぎない基盤としてすえ、誰もが自らの尊厳を守り、また他者の尊厳を等し

く尊重し合える社会の実現に向けたプロセスをデザインし、対話と試行を通じて社会に実装していく活動

を推進するものでありたいと考えています。 

【未来への決意】 

社会には依然として多くの課題と不条理が存在します。私たちはそれらを看過せず、真摯に受けとめま

す。グローバルとローカルの双方の視点から、立場や環境の異なる人々が互いの尊厳を認め合い、繋がり

続けることができる社会を実現します。そのため、本機構は、既存の枠を超えてさまざまな知を結集し、複

層的で多面的な協働を推進していきます。 

「すべての「いのち」がまもられ・はぐくまれ・つながり、相互に尊厳が尊重される」。そうした社会価値を

基礎にした社会の実現に向けて、本機構は不断の努力を続けたいと考えています。 

 

 

https://open-univ.osaka-u.ac.jp/custom/app/Views/event/detail.php?id=1004
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 同時開催イベント！ 

SoVaDeの社学関係組織の１つである大阪大学中之島芸術センターが企画するイベント「伝統と未来が

交差する芸術」は民族楽器、伝統芸能、ＶＲ演劇の体験型展示です。同じ会場の大阪大学中之島センター４

F にて開催中ですのでぜひこちらも足をお運びください。 

 

 特記事項 

ご来場にあたり、移動のサポートや個別の配慮が必要な方は、事前に下記のお問い合わせ先メールアド

レスまでご相談ください。 

 

 社会価値デザイン機構キックオフシンポジウム 詳細 

【登壇者】  

池上 清子（公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン 理事長、一般社団法人いのち会議 理事） 

小林 傳司（公益財団法人国際高等研究所 副所長、元大阪大学理事） 

三成 賢次（一般財団法人阪大微生物病研究会 監事、元大阪大学理事） 

堂目 卓生（一般社団法人いのち会議 代表理事、社会ソリューションイニシアティブ特任教授） 

熊ノ郷 淳（大阪大学 総長） 

竹村 景子（大阪大学理事・副学長、社会価値デザイン機構 機構長） 

河原 源太（社会価値デザイン機構 副機構長） 

日比野 浩（国際医工情報センター センター長） 

岸本 充生（社会技術共創研究センター センター長） 

植田 彩芳子（ミュージアム・リンクス 教授） 

藤井 翔太（社会ソリューションイニシアティブ 准教授） 

矢元 貴美（人文学研究科附属複言語・複文化共存社会研究センター 准教授） 

近藤 美佳（人文学研究科附属複言語・複文化共存社会研究センター 准教授） 

大谷 真輝（松下政経塾 第４６期生、福島県大熊町教育委員会 研修生、大阪大学法学部卒業生） 

 

【プログラム】 

１３:３０～１３:３５ 開会挨拶（登壇者: 熊ノ郷 淳） 

１３:３５～１３:４０ 趣旨説明（登壇者: 竹村 景子） 

１３:４０～14:１０ 基調講演「いのち、と私たちの暮らし」（登壇者: 池上 清子） 
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１４:１０～１４:５０ トークセッション「大阪大学の社学共創の歩みと未来への期待」（登壇者: 小林 傳司、三

成 賢次、堂目 卓生、岸本 充生  ファシリテーター： 竹村 景子） 

１４:５０～１５:２０ 休憩 

１５:２０～１６:２５ パネルディスカッション「これからの社学共創の在り方とステークホルダーとの繋がり」

（登壇者: 藤井 翔太、矢元 貴美、近藤 美佳、大谷 真輝、日比野 浩、植田 彩芳子  ファシリテーター： 

竹村 景子） 

１６:２５～１６:３０ 閉会挨拶（登壇者: 河原 源太） 

 


